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評価結果の総合所見 

本課題は、次世代の放射線がん治療への応用が期待されるアスタチン−211 による標識分子の自

動合成システムの実現に向け、自動合成装置へ組み込み可能な固相樹脂担持型の標識前駆体カー

トリッジの開発を目指すものである。 

目標を達成し、企業との共同研究も進んでおり、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られ

た。 

独自技術を活用して、金属を用いずにアスタチン 211 標識薬剤の固相合成と自動合成を達成した点

は評価できる。また、共同研究機関や企業との具体的な連携もあり、今後の進展を期待したい。 

 

 

 

 

以上

 


